












・授業に集中できる環境をつくる 
・部活動の充実（部員を増やす、自由参加にする、終了時間を決める、創部を自由に

する 等） 
・先生の対応（生徒との距離感、対応、あいさつ、意思統一 等） 
・生徒の意識向上（意見を伝える、仲良くする、ルールを守る 等） 

 
 
 Ｑ５．どんな高校があったらいいと思いますか。アイデアを記入してください。 

（主な意見） 
・駅から近い高校、通学がしやすい高校 
・設備が整っていてきれいな高校（エアコン、エレベーター、図書館、購買、食堂 等） 
・マナーを守る高校 
・あいさつができる高校 
・地域の人に認めてもらえる高校 
・いじめや暴力、差別などがない高校 
・授業に集中できる高校 
・部活が盛んな高校 
・勉強する気にさせてくれる先生がたくさんいる高校 
・全員の先生がわかりやすい授業ができる高校 
・教職員がいじめを隠ぺいしない高校 
・３学年が交流できる機会がたくさんある高校 



高校生からのヒアリング概要 

 

１ ヒアリングを実施した高等学校 

  石薬師高等学校  ２・３年生７名 

  四日市西高等学校 ２・３年生７名 

  亀山高等学校   ２・３年生 12 名 

 

２ 意見概要 

（１）あなたが高校生活に期待するものは何ですか？ 

○いろいろな考え方の人と触れあえるように、ある程度広い範囲から多くの

人が集まっている高校がよい。 

○活気のある高校が良い。そのためには、部活動を活発にしたり、ボランテ

ィアなど地域に出て行く活動を増やす取組が有効である。 

○文化祭などの学校行事を校外に公開したり、他の学校にはない独自の行事

があったりするとよい。 

○学校の枠を越えて集い、他校の生徒と交流する機会を充実して欲しい。 

○いじめや差別がなく、安心できる高校がよい。 

○入学後に希望に応じて豊富な科目を選択できるほうがよい。 

○進路選択を急かされずに、じっくり自分の将来を考えることができる環境

を望む。 

○もっと生徒の意見を反映した学校運営を望みたい。 

 

（２）受けていてためになる、楽しい、わかりやすい、充実していると感じる

のはどのような授業ですか？ 

（全般的な意見） 

○難しいことをわかりやすく教えて欲しい。 

○「この教科は苦手」という先入観を取り去ってくれるような授業をしてほ

しい。 

○先生のやり方を一方的に押しつけるのではなく、生徒の状況に合わせて教

えてほしい。 

○範囲を終わらすために生徒の理解度を無視して進度を速めることはやめ

てほしい。 

○教えている先生自身が授業を楽しんでいないと、生徒も楽しめない。 

○理路整然とした板書をしてほしい。 

（授業方法に関する意見） 

○長時間板書させられる授業よりは、プリントに自分で取り組んだり、仲間

と協力して考えたりする授業がよい。 

○一方的に知識を教えるだけでなく、実験や実習など、体験する時間をもっ

と増やしてほしい。 
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○グループ学習では生徒任せにせず、要点を端的に整理するなど、メリハリ

のある授業構成にして欲しい。 

○仲間と協力して考えたりする授業がよいが、その際はグループ構成や活動

の評価について工夫して欲しい。 

○地域や社会の要請に応える形の課題解決型学習にもっと取り組みたい。 

○その教科に限定した知識を学ぶだけではなく、他教科の領域や一般常識的

な内容を、関連づけて、教科横断的な内容の授業をしてほしい。 

○英語においては、もっとスピーキングに比重を置いて欲しい。授業内での

英語使用量が少ないため、実用的なものとなっていない。 

（キャリア教育に関する意見） 

○教科の知識だけでなく、もっと世の中のことがわかり、その結果、進路の

選択の可能性が広がるようにしてほしい。 

○授業において、大学のことだけでなく、もっと先を意識させてほしい。 

○インターンシップは就職希望者だけでなく、進学希望者も行うべきであ

る。 

○授業において、一般常識やマナーも身につけられるような内容にしてほし

い。 

（授業改善に関する意見） 

○アンケート等で生徒の意見を聞き取って授業改善につなげてほしい。 

○定期的にアンケートで生徒の意見を聞き取っているが、その内容を生徒に

も報告し、授業改善の方向性を示してほしい。 

○自分の教え方に固執するのではなく、先生も新しい教授法を勉強してほし

い。 

 

（３）どんな高校があったら良いと思いますか。 

（学校像について） 

○お互いの人権を重んじる高校がよい。 

○生徒の自主性や自治を重んじて、しっかり生徒の意見を聞いてくれる学校

がよい。 

○先生が決めたことに従ったり、現状を踏襲したりするばかりではなく、新

しいことにどんどんチャレンジできる高校であるとよい。 

○高校入学後、興味を持った際に、好きな教科等を選択できて、その結果、

専門性の高い内容を学ぶことのできる体制があるとよい。 

○先生とのコミュニケーションがより深まるとよい。職員室には入室しにく

い雰囲気がある。先生も、生徒とコミュニケーションをとる方法を工夫し

実践してほしい。 

○図書館に多くの生徒が集い活性化するとよい。図書館が学校の隅に位置す

るため、アクセスしにくいことも問題である。 



○卒業と同時に何かの資格が取得できるとよい。 

（生徒指導について） 

○安心・安全の環境づくりにつながるので、生徒が納得し了解した生徒指導

であるなら徹底されている高校がよい。 

（特別活動等について） 

○生徒総会等で生徒の意見を聞き、それを学校運営に反映するなど、生徒の

自主性や自治を重んじる学校がよい。そのために生徒会の活性化が必要で

ある。 

○例えば人権や政治に関して、生徒同士がじっくり語り合える場がほしい。 

○時間を気にせず部活動にとことん打ち込みたい。 

○小中学生や地域との交流の機会を増やしてほしい。授業や部活動におい

て、学んだことを教えたり、地域の大人からも学んだりしたい。 

（学校施設について） 

○手洗い場を、トイレだけでなく別の場所にも設置してほしい。 

○トイレが古く、使い勝手が悪いので改装してほしい。 

○自動販売機（お茶と水しかない）の種類を増やしたり、弁当販売をしたり

してほしい。 

 

（４）これからの社会においてどんな力が必要だと思いますか？ 

○自分から話題を持ちかけたり、他人の話をしっかり聞いたりできるような

コミュニケーション力が必要である。学校生活を通じて異なる学年の生徒

や年代の違う先生と話すことのできる機会をもっと増やすべきである。 

○前向きなことなら、多少の失敗を恐れずやってみるというチャレンジ力が

必要である。高校はそんな挑戦に対して寛容な場であってほしい。 

○（学校では与えられることや集団で行動することが多すぎるので）他人か

ら言われたことに取り組むだけでなく、（授業等において）自分で課題を

発見する取組を増やすことが大切である。その結果、自分で判断して自立

して生きていく力がつくのではないか。 

○自分の力で責任を持って引っ張っていく力（リーダー力）や、それについ

ていく力（フォロー力）が大切だと思う。そのような力は、学校行事やイ

ベントを通じて養われるので、機会を増やすことが必要である。 

○英語力をしっかり身につけておきたい。英語だけでなく他の言語も選択科

目で学びたい。 

○コンピュータを使いこなすことができる力が必要である。 

○挨拶や身だしなみなど、最低限のマナーを意識できることは大切である。 



県立学校長アンケートの結果概要 

 

【観点１】 今後の本県の高校教育を考えるうえで、注視すべき環境の変化や、現状の高校

教育が抱える課題等は何か。重要だと思うものを３つまで選び、〇をつけてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観点２】 高校教育を取り巻く環境変化や課題を踏まえ、これからの本県の高校教育に求

められるものは何か。①すべての高等学校において取り組むべき方策として重要だと思う

ものを２つまで選び、〇をつけてください。 

 
ア 授業改善・教員の資質向上 48

イ 管理職のマネージメント力の向上 7

ウ 地域との連携 21

エ 特別な支援を必要とする生徒への対応 

（インクルーシブ教育等） 

12

オ グローバル化への対応 5

カ 教育格差・学びの貧困への対策 14

キ 学校の安全確保 2

ク その他 1

 

 

 

 

ア アクティブ・ラーニングへの転換 12

イ 高大接続改革への対応 22

ウ 「チーム学校」の実現 14

エ 人口減少・少子化の進行 36

オ 地域を担う人材育成 34

カ グローバル化の進展 5

キ 情報化の進展 1

ク 教育格差と貧困の連鎖 20

ケ 学校の安全確保 3

コ 主権者教育の推進 1

サ 特別な支援を必要とする生徒への対応 14

シ その他 3
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望ましい規模より小規模となっている高等学校についての活性化策 

 
＜地域や市町と連携した活動・地域や市町からの支援＞ 

○ 地域の行政や企業等と連携し、地方創生の核となるような学習活動の実施 
○ 町づくり・町おこしへの高校生の参画 
○ 成績優秀者に対する高校・大学在学中の奨学金制度を創設（一定期間、地元市町に住民

税を納めることを条件に返済免除） 
○ 地域の社会人と高校生が共に学び合う「地域の生涯学習機関化」 
○ 幅広い分野での小・中・高の交流 
○ 小中学校への出前授業 
○ コミュニティ・スクールの導入 
○ 保護者及び地元住民の学校行事への参画拡大 

 
＜学校間連携＞ 

○ 小規模校の生徒と都市部の生徒が刺激を与え合えるような交流 
○ 長期休業中の合同課外授業 
○ 一部教科における教員の兼務 
○ 合同部活動や学校行事の交流 
○ 普通科高校から専門高校への短期留学 

 
＜小規模を生かした教育＞ 

○ 少人数教育や習熟度別教育の充実 
○ 進学や就職等、生徒の希望に特化した学級編成 
○ 少人数を生かした企業体験等、キャリア教育の充実 
○ 英語によるコミュニケーション能力向上を目指した学習活動の充実 

 
＜ＩＣＴの活用＞ 

○ 遠隔授業の導入 
○ タブレット端末等の導入・活用による学習の充実 
○ 大規模進学校の課外授業等のサテライト形式での視聴 

 
＜その他＞ 

○ 地域的な事情を考慮した市町への移管 
○ 市町と連携し、併設型の小中高一貫教育校の設置 
○ 高校における通級指導の導入等、インクルーシブな学校作りの推進 

 
 
 



特定の学校において取り組むべき方策 

 
＜教育内容の特化＞ 

○ 「難易度の高い上級学校への進学」、「高度な職業的専門教育」、「地域活性化」、「学び直

し・資格取得」等々のテーマを明確に設定した学校 
○ 将来の日本（世界）の政治・経済や産業を担う人材育成に特化したコース等の設置 
○ 県全体をリードしていくような「課題探求能力育成型コース」の設置 
〇 特定の文化活動に特化したコース等の設置（演劇、囲碁・将棋、美術・工芸 等） 
○ 防災に関する学習に特化したコース等の設置 
○ 社会人として必要な「基礎学力」、「考える力」、「生き抜く力」の育成の向けた教育課程

の大幅な弾力化 
 （例：１年次は義務教育段階の学び直し、２年次から必履修科目及び進路に対応した選択 
  科目の履修） 
○ 第二外国語として「中国語」の履修 
 

＜地域の担い手育成＞ 
○ 地域の担い手育成や、特定の職業への就職に直結する学科・コースの設置 
 （例：工業・商業・医療・看護・教育・福祉・保育・観光 等） 
○ 地域の伝統産業や文化の継承・発展を重視したコース等の設置 
〇 公務員への就職に特化したコース等の設置 
○ 地域や企業との連携の重点化 
○ 地域の課題解決や発展に寄与する能力と実践力を持った生徒を育成するための地方創

生に関する学科・コース・系列の設置 
 （例：地域防災、街づくり、福祉人材の育成に向けた教育課程を編成し、学校外の学修も 
  積極的に単位認定） 
 （例：総合学科での、協創・創生系列、地域探究系列、ものづくり創造系列の創設） 
○ 過疎地域においては、進学・就職の両面での進路保障を担保しつつ、それぞれの地域に

おける産業や地域の活性化を体験的に学ぶ学校 
○ 長期インターンシップの実施（単位として認める） 

 
＜その他＞ 
○ 特別な支援の必要な生徒を積極的に受け入れる拠点校の設置 
○ 学びの拠点化や、高校間での授業の乗り入れ 
○ 高校の高専化（５年制）の推進や、７年制高大一貫教育校の設置 
○ 施設整備も含めた公民連携 
 



公立高等学校の特色化・魅力化の先進事例 

※（学級数）は、平成 28 年度入学生の学級数。 

■地域を学び場とした教育の充実 

岡山県立和気閑谷高等学校（４学級） 

○和気町（人口１万５千人→15 年後には１万人を切ることが予想されている） 

  …岡山市までＪＲで約 30 分間というアクセスのよさもあり、流出が加速化 

○流出を防ぎ、新住民を呼び込むために教育の充実が町政の最重要テーマ 

○和気町経営課と町教育委員会が全面的にサポート 

○｢閑谷學（地域密着型キャリア教育）」（総合的な学習の時間） 

  →地域課題解決学習にグループで取り組む 

  →学校に常駐する地域おこし協力隊２人が企画・立案・運営 

○地域おこし協力隊６人による英語の公営塾 

○「ＰＢＬ(課題解決型学習)＋英語学習」により保護者と地域の評価が短期間で向上 

高知県立大方高等学校（昼間定時制：６学級、夜間定時制：１学級、通信制も併設） 

○地域の人たちが、生徒に対してまちの課題を解決するための「ミッション」を提示

し、生徒がその達成に毎年取り組む「自律創造型地域課題解決学習」を実施 

○地域の人たちと高校生の出会いがまちを変え、地域活性化の拠点に 

○（取組例）黒潮町の特産品の開発（「カツオたたきバーガー」等）、観光マップの作

成、イベントの開催等 

 

■地元自治体との連携・支援 

島根県立飯南高等学校（２学級） 

○飯南町は幼保小中高の一貫教育をうたい、飯南高校魅力化事業を実施 

 ・寮費補助（月１万円）、特別奨学金（成績優秀者に年 10 万円）の支給 

 ・町営塾「飯南町学習支援館」を運営（月謝 5,000 円、教材費 1,050 円/月） 

  ＊英国数を中心に、苦手分野の克服・得意分野の強化（個別指導、一斉授業、大

手進学塾サテライト講座） 

 ・スクールバス(３台)、支援バス（２台）の貸与 

○中高の教員が密接に交流 →ティームティーチング、合同職員会議 

○生徒同士も密接に交流 →合同文化祭、部活動交流、合同勉強合宿 

○町内２中学校（連携型中高一貫教育）からの志願率は約 80％ 

 ＊成績上位層の飯南高校への進学も増加 

○大学進学実績の向上 

○部活動も活性化されて好成績を残す部活動も出現 
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三重県立南伊勢高等学校 南勢校舎（１学級） 

○南伊勢町との連携や、南伊勢町からの支援を活用した活性化に取り組んでいる。 

 ・南伊勢町から派遣された塾等の講師と教員が連携した進学補習 

                          （平成 28 年度：48 万円） 

 ・南伊勢町が採用している「就職支援員」と教員が連携した求人開拓・進路指導 

                          （平成 28 年度：247 万円） 

 ・南伊勢町立南勢中学校との連携型中高一貫教育における系統的なキャリア教育 

 ・南伊勢町、地域産業界、大学関係者、金融機関等と連携し、生徒が地域のことを

学びながら、地域にある課題をビジネスの手法で解決していこうとする「地域ビ

ジネス創出プロジェクト（ＳＢＰ）」の取組 

                （平成 28 年度：南伊勢町から約 226 万円の補助） 

  →「セレクトギフト」プロジェクト 

   （生徒が地元特産品を選び、仕入れ交渉し、パッケージデザインをして販売） 

  →「たいみー焼き」プロジェクト 

   （南伊勢町のゆるキャラ「たいみー」にちなんだ、たい焼きを考案し、南伊勢

町のＰＲをしながら販売） 

 ・みなみいせ市民活動ネット、吉本興業等との連携による地域劇団を立ち上げ、地

域活性化を目指した公演（平成 28 年度：南伊勢町から 130 万円の補助） 

 ・異文化理解や国際交流を進めるための留学促進（南伊勢町から 10 万円の補助） 

 ・南伊勢町、南伊勢町商工会、三重大学等と連携した防災教育の推進 

  →生徒考案の非常持出し袋や、生徒が調査・作成した「地域防災マップ」の普及活動 

  →町内の小学校での防災をテーマとし紙芝居の上演 

 

■ＩＣＴ活用による学びの充実 

高知県立追手前高等学校、同吾北分校（本校：７学級、分校：１学級） 

○高知県では、①教育の質の保証、②交流活性化による社会性の育成、③教育内容充

実による生徒数確保、④南海トラフ地震直後の早期の学校再開 の４つを目的に遠

隔授業を導入 

○本校（進学校）から分校へ、テレビ会議システムにより授業を配信 

○スタジオ形式（本校の配信側は教師のみで生徒いない）により、受信側の生徒のレ

ベルに応じた授業を提供 

○平成 29 年度から、中山間地の複数の小規模校間での遠隔授業を実施予定 

 

 

 



■地域の特色を生かした学科改編 

長野県立白馬高等学校（２学級） 

○国際観光科（国際コース、観光コース）を新設 

○観光関連企業等の協力によるデュアルシステムの実施 

○地域おこし協力隊員等が講師を務める公営塾での学習サポート 

 

■経済的に不利な環境にある生徒の支援 

神奈川県立田奈高等学校（８学級） 

○「アルバイト」と「インターン」の良さを組み合わせたプログラム「バイターン」

を実施 

  →インターンシップとして３日間の無償職場体験を経た後、有給でアルバイト 

  →プログラムを体験者 26 人中、３人が卒業と同時に正社員として雇用される 

○高校生の自立を応援する大人たちの支援による「ぴっかりカフェ」を校内に設置 

  →飲み物やお菓子等の寄付により運営されている 

  →学校のプラットフォームとなり、多様な人材を校内に呼び込むことにつながり、

生徒たちの社会との接点に 

○ＮＰＯ法人カタリバの支援により、大学生を中心としたボランティアが、学力に課

題がある１年生の放課後学習をサポート 

○様々な形での学習支援と居場所支援を実現 

 

■道立高校の市への譲渡 

北海道三笠高等学校（１学級） 

○道立高校の廃校と、三笠市立高校の新設を同時に実施（H23） 

○敷地と校舎を北海道が三笠市に譲渡 

○普通科から職業学科に転換、市立としては全国的にも珍しい「食物調理科」を設置

し、食のスペシャリストを養成 

○三笠市が学生寮を増設・運営（寮費は食費のみ３万円） 

○募集状況が大幅に改善（定員割れ→初年度２.２倍） 




















